東京第１８区立候補予定者への

“容器包装リサイクル法の問題”についての公開アンケート・回答結果

【質問①容器包装リサイクルの費用責任は誰にあると思いますか】

Ａ、従来どおり市町村が税金で行うべき

Ｂ、プラスチック類などが多くなり市町村での処理が困難になった現在、事業者が一部責任を負うべきＣ、事業者がリサイクル費用を製品価格に転嫁し、買った（受益を得た）消費者が負担すべき。

【質問②容リ法をどのように改正したらいいと思いますか】

Ａ、市町村の費用の一部を事業者が負担するだけでよい

Ｂ、今回の改正では一部負担であっても、将来的には事業者が負担すべき

Ｃ、収集から再商品化まで事業者の役割とし、効率的にすれば、リサイクル費用が低減できる。費用負担だけではなく役割も見直すべき

【質問③『環境負荷やリサイクルコストを減らため、容リ法を抜本的に見直すべきである』とお考えですか】

Ａ、そう思う／　Ｂそう思わない／Ｃどちらともいえない

回答結果（到着順）

●土屋正忠氏（自由民主党）　　

質問①　Ｃ　拡大生産者責任という考えを導入すべきだ。

質問②　Ｃ　

質問③　Ａ　具体的には私が小委員長としてとりまとめた全国市長会「都市政策特別委員会」提言「都市と環境」をご覧ください。

●宮本とおる氏（日本共産党）
質問①　Ｂ　

質問②　Ｃ　

質問③　Ａ　

●菅　直人氏（民主党）

質問①　Ｂ　

質問②　Ｃ　

質問③　Ａ　

アンケート送付　２００５年８月２３日

集計　８月２８日　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アンケート実施団体

容器包装リサイクル法の改正を求めるむさしの実行委員会
小金井のごみを考える会(トンボの会)

森と水とごみの会(府中市)







